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Inland Testing Manualとして作られたこの試験法は、浚渫土砂の open waterへの投

入にともなう汚染物関連影響の予測評価のために、浚渫物に対する試験実施のための単な

るガイダンスとしてのみ作成された。このマニュアルは、水質汚濁防止法（CWA：Clean 

Water Act）404条に基づく許認可判定の法的枠組みを変更させるものではない。法的な枠

組みは、水域生態系に対する投棄影響の実質的判断を許認可庁が行うことを支援し、404

条(b)(1)のガイドラインに適合するかどうか判定することを支援するためにおこなわれる。

40C.F.R.230.10および 230.11を見なさい(下記注参照)。 ある条件のもと、現在の法令枠

組みは試験実施を要求している、一方このマニュアルはいったん試験が適切であると判定

されてからの手順を提案している。法令ガイドラインでは、ある具体事実に基づいて、試

験が正当であるか否か許認可庁が柔軟に判定してもよいとしている。 



 

 このマニュアルは、ガイダンスとしての利用のみを意図して作られた。いかなる団体に

よるいかなる権利や義務を作り出すという意図もないし、作り出せるだけの議論にもなっ

ていない。このマニュアルは浚渫物をどう試験したらよいのかに関する今得られる最良の

技術ガイダンスを示している。このマニュアルの手順に従うだろうと許認可庁は期待して

いるが、一方、もしそうした方がより適切な場合には、マニュアルとは違った、個別事情

に見合ったアプローチを採用する裁量権を許認可庁の判定担当者は持っている。この文書

は、法令に基づくいかなる要求を連邦機関・州機関・自治機関に課すものでもないしその

意図もない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

抄訳者による注：40C.F.R.とは、Title40, Code of Federal Regulations であり、1998

年版 230.10および 11は以下のホームページにて参照できる。Regulations とは、法令

実施のための連邦政府によるより詳細な規則文書で、Title40は環境保護関連となって

いる。 

https://www.gpo.gov/fdsys/pkg/CFR-1998-title40-vol16/pdf/CFR-1998-title40-vol16-

sec230-10.pdf 
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